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地域コミュニティの身近な拠点として
高岡市立成美公民館

　成美公民館は、国道 ８ 号線に近く市役所や警察・消
防署等の主要施設が集まる市街地に位置しています。
　詩吟や手品・太極拳や工芸等、33のサークル活動の
他、連合自治会や各種団体の活動拠点として、多くの
団体に幅広く活用されています。
　近年は、家族を対象とする事業での世代交流の促進
や、SNS での活動紹介等、積極的な発信にも努めて
います。
　今後も、人をつなぎ地域の活力を高める身近な拠点
として愛される公民館運営を目指していきます。

〈本号の主な内容〉
２面⃝先進事例を学ぶ研修会
　　　・講演概要
３面⃝主事・指導員等研修会
　　　・講演概要
　　　・委嘱公民館の発表
４面⃝わが町の公民館活動
　　　・富山市立山田公民館
　　　・立山町立新川公民館
５面⃝わが町の公民館活動
　　　・いつついし自治会
　　　・朝日町立山崎公民館
６面⃝令和 ５年度事業予定案

秋のライトウォーク
～年 ２回（春秋）バス旅行　人気抜群～

ばっちゃま劇団を観よう
～隣地区の高齢者劇団を招いて～

多文化共生
～ネパールの食や芸能を通して～

３世代交流「家族でしめ飾りづくり」
～手づくりしめ飾りでお正月を迎えよう～
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～福井県高浜町立和田公民館の先進事例から学ぶ～
令和 ４年度　先進事例を学ぶ研修会

※富山県公民館連合会のホームページで、講演と視察報告の動画を配信していますのでご覧ください。

　1２月15日㈭、先進事例を学ぶ研修会は、はつら
つ公民館学び支援事業実施館の関係者等5７名が参
加して県教育文化会館で開催された。
　開会に当たり、来賓として出席いただいた県教
育委員会生涯学習・文化財室家庭成人教育班長麦
谷理香氏から、「本日の研修会は、事業実施公民
館の関係者の皆さんの資質向上をねらいとして、
昨年度から開催され、公民館活動の新たなステー
ジに向けて、これからの公民館の役割や地域社会
との多様な連携のあり方について研鑽を積まれま
すことは、誠に意義深いものがあります。」との
激励の言葉があった。
　まず、令和 3 年度優良公民
館表彰優秀館受賞館の福井県
高浜町立和田公民館館長村宮
博明氏による「笑顔が集う町
の縁側－そうや、公民館へ行
かへん⁉－」の講演を聴いた。
その後、研修 1 として、和田
公民館の実践から学んだこと
についてグループワークを通し、研修を深めた。
【村宮氏の講演要旨】
1 　和田地区・和田公民館の特性
　・和田ビーチは、日本の夕日百選、日本の快水

浴場８８選となる美しい海である。
　・社交的、協力的、開放的、明るい人が多い。
２ 　コロナ禍でのオンライン講座
　・始める前の 3 つの問題点
　①　職員 3 人とも ICT の知識がない‼
　②　館内の Wi-Fi 設備が整っていない
　③　新しいことを始める予算がない

　・問題点解決
　　詳しい人の指導を受け、 3 人の職員で喧々

諤々の研修を繰り返す。町役場にケーブル整
備を懇願、実現。Zoom は無料で予算措置な
しで実施。

　・コロナ禍のオンライン講座実施状況
　　 5 講座1９回　参加延べ人数1９２人
　　どこの公民館も閉まっているときにこれだけ

実施したことに意味がある。
3 　オンライン講座の成果
　・職員の自信　オンライン講座なら任せて！
　・普段公民館へ来ない若い年代の人が講座に参

加。
４ 　オンライン講座を通して
　・失敗してもよい
　　「できない」と思わず、「やってみよう」とい

う気持ちで。
　・災いをプラスに
5 　活動の発信
　・SNS を利用。言葉を短く、細めに発信。
【グループワークより（抜粋）】
・ICT を活用し、多くの講座を開いておられる

村宮館長の指導力、行動力、実行力がすばらし
い。そんなふうにありたいと思った。

・ICT を活用することで若い人が公民館に集ま
るということは素晴らしいこと。失敗してもや
ってみようと思った。

・講座に若者から高齢者までをいかに巻き込んで
いくかを考えていきたい。土・日の公民館活動
も時には必要。

講演する村宮氏

　研修 ２ として、坂本主任社会教育主事より「は
つらつ公民館学び支援事業」実施の ７ 公民館の視
察報告があった。その後、視察より見えてきた

「若い人を取り込むためにどのようにするか」に
ついて話し合うグループワークを行った。
【坂本主任社会教育主事の報告要旨】
〇上市町立宮川公民館
　・地域の郷土料理「笹

巻」を活動に
　・若者の力を引き出し

たい
〇舟橋村立舟橋村公民館
　・高齢者が講師の昔の

遊び
　・若い世代を取り込む工夫が必要
〇高岡市立福岡公民館
　・地域の魅力を体験し、情報発信

　・子どもたちがわくわくする活動を
〇射水市浅井コミュニティセンター
　・ビオトープから発展したアヤメ移植体験
　・公民館同士のつながりが大事
〇滑川市立北加積地区公民館
　・昔の農業と現代のスマート農業体験
　・若者の参加を促したい
〇黒部市立浦山公民館
　・地域の自然や人材を生かした活動実施
　・少子化に加え親子が忙しく、参加が少ない
〇砺波市立栴檀山公民館
　・デジタル防災訓練と大学生の介入
　・過疎地域こそ ICT 活用による情報発信
【「若者を取り込むために」のグループワーク】
・SNS を利用し、いつでもどこでも情報が得ら

れたり、申込んだりすることが有効。
・子どもや親子が来たいと思える活動を工夫。

グループワーク

～公民館視察から見えてきた地域課題について話し合う～
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　・他人の幸せ＝自分の幸せ
　研修 3 では、令和 3 年度公民館活動研究委嘱を
受けた二つの公民館が、実践発表を行った。

1 　取組に至る経緯
　荻生地区の散策マップ、郷
土史の発刊を受け、ボランテ
ィアガイド組織を発足した。
高齢化が進む中、若い世代へ
地域の歴史や文化を伝えると
ともに、地域の活性化に役立
てる。
２ 　事業内容
　ガイド先進地との交流（視察研修）を行い、ガ
イド力の向上を図るとともに、地域の史跡等の勉
強会で理解を深めて、定期的に「まち歩き会」を
開催している。また、地元の民話を基に紙芝居を
製作し、保育所での読み聞かせなどを開催してお
り、元アナウンサーの方を講師に招いて話し方教
室を行うなど、技術の向上に励んでいる。
3 　今後の課題
　視察研修会を継続的に行い、ガイド力の向上や
育成に努めながら、児童を対象にした「まち歩き」
を行い、地元の文化、自然、歴史を伝えていきたい。

1 　取組に至る経過
　住民参画を事業の柱とし、
スポーツ活動などの繋がりを
通じて自由な意見を積極的に
取り入れ、若年層の参加につ
なげている。
２ 　事業内容
　平成２２年から続くパークゴ
ルフ大会は、年々参加者が増え春と秋の ２ 回開催
している。公民館まつりは、幅広い年代の作品展
示の他に、小学校の提案で ６ 年生が農家の方が栽
培した野菜に値段を付けて初めての販売体験をし
たところ、見事に完売した。
　当公民館は、地域住民による自由な意見交換が
できるコミュニケーションの場になっており、連
帯感が高まっている。新旧住民もスポーツやボラ
ンティア活動を通じて親睦が図られている。
3 　今後の課題
　中高生が地域で主体的に活躍できる場として、
自らが企画立案し、運営に参画していける環境を
共に考えていきたい。中学校の部活動「地域移
行」に関連しては、ｅスポーツ、オセロ、囲碁、
将棋等をセットにするなど、公民館でも対応し易
い内容で後押ししていきたい。

　県公民館主事・指導員等研修会は、 ２ 月1６日㈭
に、富山県教育文化会館集会室で開催した。新型
コロナウイルス感染予防対策のため参加者数を例
年の７０％に絞り７４名が参加した。
　研修 1 では、県教委主任社会教育主事坂本真紀
氏が「令和 5 年度県委託事業について」と題して
新事業について説明を行った。
【事業説明概要】
1 　新事業名
　「公民館 de つながるモデル事業」
２ 　趣旨
　公民館がこれまで提供して
きた集合対面型の事業とデジ
タルを組み合わせ、人々が多
様につながる新たな公民館活
動の創出を支援する。
3 　事業内容
　①　公民館職員への支援と

スキルアップ
　　　研修会やアドバイザー派遣等
　②　デジタルを取り入れた公民館活動への支援

（各市町村 1 館程度募集）
　　ア　学習成果の発信
　　　・HP、YouTube、SNS の活用
　　　・広報紙のデジタル化
　　イ　多様な参加へのアプローチ
　　　・ハイブリッド型の講座
　　ウ　他館とのオンライン交流
　研修 ２ では、富山市立堀川中学校教頭小田仁洋
氏が「やってみたら意外と簡単！ SNS 等の活用
で公民館と人をつなぐ～人口減少時代、ICT 活
用のポイント～」と題して講演した。
【講演要旨】
1 　活動をやりっぱなしにしない工夫
　①　記録に残す（写真、動画）
　②　保存先は、SNS に
　　・YouTube への保存
２ 　時間・場所に限定されな

い講座
　①　オンライン講演会
　②　ハイブリッド講演会
　③　オンデマンド講演会
3 　公民館をつなぐ SNS
　・インスタグラム「＃公民館」で検索
　・SNS で活動を紹介
４ 　何かを始めてみませんか
　・ドローン撮影
5 　まとめ
　・現状維持は後退
　・まずは行動しよう（Do.Do.Do.Do.）
　・ICT、SNS 活用がカギ

～人と人とのつながりを深める公民館活動の推進～～人と人とのつながりを深める公民館活動の推進～
令和 ４年度主事・指導員等研修会令和 ４年度主事・指導員等研修会

説明する坂本氏

発表する小田氏

発表する前田館長

発表する田近館長

※富山県公民館連合会のホームページで、事業説明と講演、発表、全公連事務局次長村上英己氏の指導助言の動画を配信し
ていますのでご覧ください。

ボランティアガイド組織の育成と地域の活性化
黒部市立荻生公民館　館長　前田　俊雄　氏

住民参画による事業の工夫・推進
上市町相ノ木公民館　館長　田近　克己　氏



（　）4 とやま県公連会報 令和 5年 3月15日

地域の皆様に
　　　親しまれる拠点として

地域のお茶の間づくり

富山市立山田公民館

立山町立新川公民館

稚鮎の放流体験

親子でバランスボール教室

　山田地域は富山市の南西部に位置し、山田川が
中央を流れ、緑豊かな自然に囲まれた中山間地域
です。
　地域の人口は1，２８5人、世帯数は４０２戸（いずれ
も令和 ４ 年1２月末現在）となっており、山田公民
館は、各種サークルや団体、また、他地域同様
に、ふるさとづくり推進協議会の主催事業等に利
用されています。
　当館は、今年度大規模な改修を行いました。 1
階和室をフローリング、バリアフリー化すること
で、入口の段差を解消し、土足のまま利用できる

　新川公民館は立山町の北部に位置し、目の前に
は壮大な立山連峰と、のどかに走る地鉄電車を眺
めることができます。また、立山北部小学校が隣
接しており、子供たちの元気な声が公民館まで届
いてきます。
　新川地区の13地区1，1４７世帯、3，００1人のご支援
とご協力の下、様々なスポーツ大会や敬老会、住
民大運動会、二十歳を祝う会等の行事、「セミナ
ー・学級」等の活動を行っています。コロナ禍の
ため、行事は中止や縮小を余儀なくされる現状で
はありますが、「セミナー・学級」は感染対策を
適切にとり予定通り開催しています。
　年に ４ 回行っている「ゆったりヨガ教室」、シ
ニア・親子・キッズと様々な世代を対象にした

「バランスボール教室」、簡単にできる「寄せ植え
教室」、真剣に勝負に挑む「健康麻雀大会」、年末
恒例の「干支のちぎり絵教室」等、赤ちゃんから
高齢者まで幅広い世代が参加できる活動を行うこ
とで、地域の方々の交流を深めています。
　また、新川公民館での大きな活動の一つに、『新

川サロン』があります。“ 気軽に参加できる場 ” と
して ２ か月に 1 回開催しており、「これ、今度教え
てほしい。」という参加者の皆さんの思いを大切
に、活動を進めています。６０～７０代の方を中心に、
子育て中のお母さんまで幅広い参加があり、「ず
っと楽しみにしとったよ。」「〇〇さんも誘うね。」
とサロンからどんどん集いの輪が広がっています。
　今後も、住民の皆さんの意見を十分に反映し、
幅広い世代が利用できる活動を行うことで、「誰
もが気軽に集い、ちょっと立ち寄ってみたくなる
魅力ある公民館（地域の茶の間）づくり」に努め
ていきたいと思います。

ようになりました。この他にも、車椅子用スロー
プに屋根を付け、出入口ドアを自動化すること
で、建物内に入りやすくなるなど、利便性が向上
しています。
　公民館活動としては、今年度はコロナ禍によ
り、残念ながら敬老会等の一部の行事が中止とな
りました。
　しかしながら、ふるさとづくり推進協議会主催
のふるさと講座では、山田小学校、山田保育所の
子どもたちに稚鮎の放流を体験してもらい、大人
の方々には、「スワッグづくり」「多肉植物寄せ植
え教室」「ミニ門松づくり」等の各種講座を通し
て、交流を深めていただきました。
　また、文化祭では、 3 年ぶりにステージ発表を
再開するなど、少しずつではありますが、コロナ
禍前の活動に戻りつつあります。
　これらの公民館活動を通じて、これからも地域
の皆様のご協力をいただきながら、創意と工夫
で、より一層地域のコミュニティを活性化してい
きたいと考えています。
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地区や世代を超えた公民館活動

「住民参加の地域づくり」を
　　　　　　　　　めざして

朝日町立山崎公民館

い つ つ い し 自 治 会
（南砺市福光交流センター）

左義長

クリスマスケーキづくり教室

　南砺市福光地区は、富山県の西南部に位置し、
西にそびえる医王山、東に小矢部川の清流が流れ
る、人口3，４４5人、世帯数1，33２世帯、高齢化率
４3．０％（令和 ４ 年11月 1 日現在）、1８町内で構成
されています。
　南砺市では令和元年度から、公民館と自治振興
会および地区社会福祉協議会を一本化した地域づ
くり協議会が発足しました。
　旧福光公民館活動を引き継いだいつついし自治

会でもコロナ禍の中、感染対策を実施しながら各
種事業を進めてきたところです。
　たとえば毎年 1 月に実施している「左義長」。
９ 月には稲刈り後の藁集め、1２月の竹取そして 1
月の実施まで、地域の方々の協力を得ておこなっ
ています。当日は各町内から注連飾りや御札、書
き初め等が会場に持ち込まれます。今後はこれら
の機会をもっと地域の活性化にも活用できないか
思案しています。
　また、令和 ２ 年度には広く住民の皆さんから意
見をいただく、アンケート調査を実施しました。
十分とは言えませんが自らの課題を発見し、話し
合いながら解決する仕組みづくりにも取り組んで
います。「地域づくり談議」の開催もそのひとつ
です。身近な課題を取り上げ、市長や外部講師を
招いて自由な意見交換会を実施し、各事業に反映
させています。
　小規模多機能自治が導入されてから ４ 年、試行
錯誤しながら今後も住民参加の地域づくりを皆様
と共にすすめていきたいと考えています。

　朝日町の中心部から約 ６ キロ離れた山崎地区
は、令和 ４ 年 ４ 月 1 日現在、世帯数3８1世帯、人
口８７８人の少子高齢化が進展している地域ではあ
りますが、朝日町の町名の由来でもある朝日岳、
白馬岳、「子宝の湯」として知られている小川温
泉元湯、そして棚山ゴルフ場があり、県内外から
も多くの来客があります。
　山崎公民館では、町から委託を受けて、書に親
しもう（書道教室）や手芸教室、フラワーアレン
ジメント教室等を企画して、それらの教室で製作
した作品をやまざき美術作品展等にも出展してお
ります。その他にもガーデニング教室やワイン教
室、クリスマスケーキづくり教室、町外の見どこ
ろを巡る視察研修会等、新たな参加者の掘り起こ
しを行うとともに、幅広い世代が楽しく交流を深
められるような事業についても積極的に取り組ん
でおります。
　また、コロナ禍以前には、富山県からの委託事
業として「みそかんぱづくり・流しそうめん体
験・バルーンアート教室」を企画し、小学校の児

童や地区住民が参加して、郷土料理「みそかん
ぱ」の作り方を学ぶとともに、そうめんに参加者
が持ち寄ったミニトマトやきゅうりも加えて流す
一風変わった流しそうめん体験を行うなど、普段
家庭ではできないような体験ができるため、参加
者から好評を得ておりました。しかし、直近 3 年
間は、コロナ禍により、事業が実施できない状況
にありました。令和 5 年度には、今までの事業の
実施内容や方法等について見直しを行い、関係団
体とも連携しながら、地区全体の活性化と交流を
図るとともに、他地区の公民館とも連携を図りな
がら、生涯学
習を通じて、
地区や世代を
超えて親睦が
深まるような
活動を積極的
に展開してい
きたいと考え
ております。
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令和 5年度　富山県公民館連合会事業予定
令和 5 年度の事業予定案をお知らせいたします。

令和 5年度東海北陸公民館大会令和 5年度東海北陸公民館大会
岐阜大会に多数の参加を！岐阜大会に多数の参加を！

　令和 5 年度の東海北陸公民館大会は、岐阜県大
垣市での開催となります。開催概要は以下の通り
です。皆さんの参加をお待ちしています。東海北
陸地区の皆さんとの交流と研修を深めましょう。
１ ．期日
　 1 日目　令和 5 年1０月２０日㈮　 ９ ：４5～15：5０
　　　　　全体会（開会行事、表彰式、講演）
　　　　　分科会（発表・研究討議・まとめ）
　※ 1 日開催です。
２ ．会場　ソフトピアジャパン
　　　　　（岐阜県大垣市加賀野 ４ 丁目 1 － ７ ）

３ ．分科会
　・第 1 「公民館の管理・運営」
　・第 ２ 「家庭・地域・学校との連携と協働」
　・第 3 「人材（含 高齢者・青少年）の育成・支援」
　・第 ４ 「地域の活性化、地域防災」

事　　　業 実施期日・概要

大
会
・
研
修
会

１ 第１7回定期評議員会
（県教育文化会館）

５月１９日㈮　１５：３０～
○　事業及び収支決算報告の承認
○　事業計画案及び収支予算案の議決　　その他

２ 第１7回富山県公民館大会
（県教育文化会館）

９月１４日㈭　１３：３０～
○　開会式典・表彰（優良自治公民館、永年勤続職員：１０年・２０年）
○　記念講演
○　令和 ４年度研究委嘱公民館の発表（ １館）

３ 公民館初任者研修会
（県教育文化会館）

６月１５日㈭　１３：３０～
○　講演：今日的課題と公民館の役割、公民館職員としての心構えについて
○　令和 ４年度研究委嘱公民館の発表（ ２館）

４ 公民館館長研修会
（新川文化ホール）

１１月 ８ 日㈬　１３：３０～
○　講演：地域住民の絆を深め、安心・安全な地域社会づくりを進める公民館の運営について
　　　　　（仮）
○　令和 ４年度研究委嘱公民館の発表（ ２館）

５ 公民館主事・指導員等研修

①　主事・指導員等現地研修会
　　１０月 ５ 日㈭　 １日研修（場所：県西部地区、参加者：県東部地区）
②　主事・指導員等研修会
　　 ２月２１日㈬　１３：３０～
○　公民館事業の進め方、主事・指導員の役割等について

６ 先進事例を学ぶ研修会
（県教育文化会館）

１２月１４日㈭　１３：３０～
○　県委託新事業実施モデル公民館の館長、主事・指導員及び希望者
○　公民館活動の今日的諸課題について県外先進事例の講演会や研究討議

委
嘱
・
助
成
事
業

7 公民館活動研究委嘱事業
４月～令和 ６年 ３月
○　朝日町、舟橋村、富山市、氷見市、南砺市に委嘱（各 １館）
　・地域の特性を生かした課題を設定し、研究委員会を中心に研究推進、実践活動

８
県公民館地域づくり研修会
（市・郡公民館関係者研修会
等）助成事業

４月～令和 ６年 ３月
○　各市・郡ごとに主催開催（隣接市・郡との合同開催も可）
　・講演会　・実践発表　・公民館大会・社会教育（生涯学習）大会　・先進地等現地研修　等

広
報 ９ 県公連会報の発行

４月～令和 ６年 ３月
○　年 ３回（ 7月、１２月、 ３月）発行。（３４7号～３４９号）
　・主催事業の報告　・各地の公民館の実践紹介　等

そ
の
他

１０ 県事業等 ☆県→県公連委託
　・「公民館 deつながるモデル事業」

１１ 大会等への参加

7月１５日㈯　第５１回富山県社会教育大会（婦中ふれあい館）
１０月２０日㈮　第４５回全国公民館研究集会・第５８回東海北陸公民館大会岐阜大会（岐阜県大垣
市：ソフトピアジャパン）
令和 ６年 １月３１日㈬～ ２月 ２日㈮　全国公民館セミナー

◇「第７５回優良公民館表彰」（文部科学大臣表彰）　　　　　　　　・朝日町立山崎公民館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・南砺市南山見交流センター
◇「第２７回とやま環境賞・優秀活動賞」　　　　　　　　　　　　・黒部市立浦山公民館

おめでとうございます！　受賞公民館を紹介します


